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猛暑の中での新幹線の運休は、２５万というとてつもない数の人々に、影響を与えました。

海や川では、涼を求めて出かけた人の訃報が、必ずと言ってよいほど休日明けに流れます。人
知を超えた災害も発生しています。子ども達にとって楽しい夏休み。でも世の中は、そう楽し
いことばかり続いているわけではありません。連日の酷暑・猛暑で、疲れ気味のお父さん・お
母さんもたくさんおられることでしょう。大人の方が心身のバランスを崩しそうになりますが、
少しでもわが子に楽しい夏休みを過ごさせてあげたい、また、親にとっても、わが子とよい時
間を過ごしたい、そんな思いでいろいろ工夫しておられることと思います。明るい話題は、や
はり「２０２４パリ五輪」でしょうか。自分の好きな競技や応援している選手達が画面に映し
出され、一心に試合に臨む姿を目の当たりにすると、応援にも力が入ります。私が、日本選手
の前半の活躍で印象深く感じたことは「まとまり」です。団体種目の好成績が続いたからかも
しれませんが、互いに声をかけ合い、失敗をカバーしたり励ましたりと、みんなが気持ちを揃
え難局を回避する。例えそれがメダルに届かなくとも、人と人とが信頼や絆でつながり、練習
に励んできた競技に懸命に臨む姿には、心を揺さぶられました。この後の試合にも注目し、４
年に一度のオリンピックを楽しみたいと思います。今年の夏は、今年だけ。子ども達の〇〇才
の夏が、親子のふれあいいっぱいの夏になることを願います。 

 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

暑さに負けず、元気いっぱい過ごしてほしい。心身共に 
一回り大きくなあれ、可茂の子ども達！ 

   ふれあいいっぱいの夏休みを！ 

可茂県事務所 振興防災課  
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可茂地区家庭教育学級応援通信 

 

可茂地区トレジャーワード 

育もう豊かな感性 ～泣いて、笑って、ともに歩もう～ 

 
「いいかも」 

こちらから 
 

 
 
「コショク」という言葉が社会問題となって、随分、年月が経ったように思います。当時、

「コショク」は「孤食」と表現されていましたが、近年様々な「コショク」が心配されるように
なりました。どれも好ましくないことは感じ取っていただけるのではないでしょうか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「孤食」は他の「こ食」を加速させます！ 
孤食で気をつけたいのは１年を通して毎日これを続けていると、子どもは栄養バランスよりも

自分の食べたいものばかりを選んで食べる「固食」状態になってしまうことです。またパンやパ
スタなど、子どもが好む「粉食」ばかり、手軽な加工食品ばかりだと､「濃食」にもつながり、
好きな量を食べるようであれば「小食」の心配もあります。「孤食」はさまざまな食の問題を引
き起こすのです。 

無理のない範囲で見直したい「共食」の大切さ！ 
「共食」とは家族で食卓を囲むことです。食事を通じて家族で団らんをすることで、食事の大

切さや楽しさ、マナー、食文化を子どもに教えることができます。食卓は、子どもにとって社会
のルールを学んでいく大切な場所なのです。また、外食と比べて、栄養に偏りのない、バランス
のよい食生活を目指すことができます。 

暑さのあまり、食事作りが大変な時もありますが、夏休みの間に各家庭の食事の仕方を見直し
てみることも大切ですね。 

子育て・家庭教育学級等のミニ情報 

＜いろいろな「コショク」＞ 
・「孤食」 自分一人で食べる孤独な食事。 
・「個食」 家族は揃っているものの、それぞれが別々なものを食べる食事。 
・「子食」 子どもだけで食べる食事。 
・「五食」 毎日の食事回数が、４回、５回と３回を超えるのが常習化している状態。 
・「小食」 過度な食事制限等、必要な栄養素・カロリーが摂取できない食事。 
・「固食」 食べるものが固定化（好きな物ばかり）している偏った食事。 
・「粉食」 小麦粉（パンや麺類）中心の食事。 
・「戸食」 外食やコンビニエンスストアの弁当が中心の食事。 
・「濃食」 味付けが濃い食事。 
・「虚食」 朝に食欲がなく何も食べられない状態。 

  

＜家族みんなで食卓を囲んでいますか？ なくしたい「コショク」＞ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川辺西小では、毎年、１年生の親子を対象に、学校歯科医さんによる講話（歯科指導）と
歯科衛生士さんによるブラッシング指導を行っています。中でも、ブラッシングについては
児童一人一人について見届けを確実に行っています。歯を長く大切に保つことでこどもの健
やかな成長を願います。     ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
 

 

 

 

 

 

川辺町立川辺西小学校家庭教育学級 

講演会型＋体験活動参加型 

 歯は、一生のものであり、健康であってこそ、子ども達の笑顔も保証されます。ましてや歯
の健康は、家庭が担う部分がほとんどです。そこで、今年度の家庭教育学級では、学校歯科医
の先生と歯科衛生士の方達にご協力いただき、「親子はみがき教室」を開催し、正しいブラッ
シングの仕方や歯の仕組み、仕上げ磨きの重要性について教えていただくこととします。 

R６．５．２１（火）１３：１５～１４：５０ 小学校図書室にて 
参加者 １年生親子（４４組）・学校職員（教頭・担任・養護教諭） 

 

№５ 

講 師 ： 加藤
か と う

歯科医（学校歯科医） 

安江
や す え

歯科衛生士・植地
う え じ

歯科衛生士 

「親子はみがき教室」 

テスターを塗る時と歯磨きをするときに、子どもがじ～っとしていて、見つ
めていて何かほっこりしました。先生の話を真剣に聞き、真面目に活動に取り
組む姿も合わせてじ～んとしました。学んだ磨き方や気を付ける歯も意識して
楽しく歯磨きができるといいです。 

染出しは、怖がってできませんでしたが、いつもの歯磨きより口を大きく開
けてくれたので、子どもの歯の様子がよく見えました。仕上げ磨きは、４年生
ぐらいまで続けるという先生のお話が印象的でした。 

ちょうど、仕上げ磨きをいつまでするのかと思っていたので、話しを聞けて
よかったです。嫌がられるまで、嫌がられても磨けているのかチェックしてい
きたいと思いました。磨き方のポイントなども聞けて、改めて歯の大切さを知
ることができました。 

年齢に合わせて買っていた歯ブラシが、実は、大きすぎるというお話を聴け
て、なるほどと納得しました。さっそく小さいものを購入しました。知れてよ
かったです。                                         
 

 朝は、本人にまかせているので、ちゃんと磨けているか心配でしたが、意外
にきれいに磨けているようだったので、安心しました。歯並びについても前歯
を使って食べることや硬い物を食べさせる大切さも知れてよかったです。 

 小学生になり、子どもも一人で出来るこ

とが多くなっていく中、まだまだ仕上げ磨

きを親が担う必要があり、毎日の習慣であ

る歯磨きも大事な親子のコミュニケーショ

ンの場となります。子どもとより良い関係

を築きあげ、健やかな生活を送るために親

子が関わり合う時間を大事にしていく家庭

教育学級の在り方を、模索していきたいと

思います。（家庭教育学級長さんより） 

※参加率は、毎年、ほぼ１００％です。 

親御さんが、膝の上に子
どもを寝かせ、仕上げ磨き
をします。ほほえましい一
コマです！ 

プログラム 
➀あいさつ 
（家庭教育学級役員）  

➁学校歯科医 
加藤先生のお話 

➂歯科衛生士 
ブラッシング指導 

➃本の読み聞かせ 
➄お礼の言葉 
（家庭教育学級役員） 

※１組・２組で、➁➂を 

入れ替えて実施します。  

１年に３回、数日間、 
 「川辺っ子元気カード」 

を活用し、歯みがきを含め、
生活習慣の見直しをします。 学校の教育活動と家庭教育学級の両輪で、一層充実する歯みがき指導！ 

＜保護者アンケートより＞ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№３ 
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「おひるねアート」 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

可児市 乳幼児期家庭教育学級 

体験活動参加型 

おひるねアートとは、「赤ちゃんに背景や小物をつけて撮影する、赤ちゃんと一緒に作るアー
ト写真」のことです。赤ちゃんが産まれたら撮っておきたい思い出写真。今しか撮れない可愛い
表情や姿を絵本のように残せます。皆で、可愛らしいショットに挑戦しましょう。 

R６．７．１７（水）１０：００～１１：１５ 
参加者 親子９組（１９人）・市職員４名 可児市広見東地区センター（ホールにて） 

 

№６ 

 講 師： 荒川
あらかわ

 有
ゆ

希
き

恵
え

 氏 （Hello Baby・カメラマン） 

可児市は、市内１１地区で１０学級、乳幼児学級を開催していま

す。各地区センターに、学級を主に運営する職員が常駐し、年間計画

の立案や講師の交渉等、活動をサポートしています。この日は、子育

てサポーターさんが託児で参加されました。建物に連絡所が併設され

ているため、地区センター長さん、連絡所長さんが、時折学級を参観

し、活動を見守ってくださいます。 

次  第 
・あいさつ 
・体操 
・お誕生日会 
・おひるねアート 
・お礼の言葉 
・あいさつ 
（活動終了後、２班に
分かれ、今日の振り返
りと次会の内容確認や
打合せを行います。） 

この素敵なアートの上に子どもを寝転

がせ、お母さんが写真を撮ります！ 

「おひるねアート」 

 ここに来ると、いろいろ体験できます。他のお母さん達と話
せるのがいいな。 

月に一度学級があるので、出かけるきっかけになります。 
予定も組みやすいです。 

いろいろな人と知り合えるので、これからが楽しみです。
（今年度は、今日が３回目の学級。今後続くのが楽しみ。） 

 お友達に誘われて、参加しました。こういうことでもない
と、私は、自分から外へ出るタイプではないので。 

乳幼児学級のことは、通信で知りました。面白そうなの
で、参加してみようかなと思ったのがきっかけです。 

 今は、まだ子どもが小さいので、できることは限られてい
ますが、もう少し大きくなって歩けるようになったらいろい
ろできるかなと楽しみです。 

反省会は、フリートーク。こ
の時間が一番楽しいかも…。 

今日撮った写真は、家に帰って
記念にしたいです！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆☆☆☆☆プログラム☆☆☆☆☆ 
〇手遊び（ふれあい遊び）  〇読み聞かせ      〇お誕生会            〇新入生 
「きゅうりができた」    「きんぎょがにげた」   「ハッピーバースデイ」♪   紹介 
 

 

 

 

 

 

 

〇子育てワンポイント「言葉のコミュニケーション」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂祝町 乳幼児期家庭教育学級（０歳児） 

講演会型 

子育てワンポイント「言葉のコミュニケーション」   
 言葉を話したり理解したりすることは、人にとってかなり高等な技能です。生まれ 
たばかりの子が言葉を理解するには、長い時間をかけてじっくりと土壌を耕していく 
必要があります。発達段階に添って、コミュニケーション能力を育んでいくためのポ 
イントを皆で学び合いましょう。       

R６．７．１８（木）１０：００～１１：１５  
坂祝町子育て支援拠点施設「バンビーニ」にて 

             参加者 親子２１組 ・ 町職員（２名）  

№７ 

講 師：石原
いしはら

 真奈美
ま な み

 氏（坂祝町つくんこ教室・職員） 

〇言葉とは… 
聞く（耳から）・話す（口を使う）・考える（脳） 
・気持ちを表す（感情や意志）。 

   ※子どもは、親の声を全て聞いている。 
   ※ボディーランゲージで、いっぱい伝えてあげましょう。 
〇発達について… 
  ０～６ヶ月：ごろん→はいはい→お座り 
        目で見たり、手で触ったりと、情報を取り入れて 

いる､追視をする、喃語を話し出す。（返事をして 
あげてください。） 

９～１０か月：動く 
       はいはいをして、振り返ることがある。「お母さ 

んはいるかな？大丈夫？」という意味。（大丈夫 
と返してあげてください。） 

１～１歳半 ：歩行、自我の芽生え、模倣する。言葉を覚える。 
２歳 ：躾の時。自立と自己主張を発する。（ルールを教 

えてあげてください。） 
３歳 ：自分で行動する。やってみたり我慢したり。一つ 

一つ階段を上りながら成長していく。      

〇話せなくても… 
目を見て、スキンシップを
いっぱいして、声掛けを！ 

〇抱っこは… 
 揺れは子どもが安定する感 

覚。歌に合わせて揺れる。 
〇母の声を聞いて… 
 ちゃんと見て、聞いて、触 

ってあげましょう。繰り 
返す言葉は伝わり易い。 
（はいはい、よしよし…） 
 

バンビーニは、つどいの広場・アンブレラ（子育て支援）とつ
くんこ教室（発達支援）を併設した、坂祝町の子育て支援拠点施
設です。積極的な子育て相談等を行っています。 


